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年度 H24 H25 H24 H25 H24 H25 H24 H25
質問1 67 54 33 46 0 0 0 0
質問2 75 25 0 0 0 0
質問3 23 77 0 0 0 0
質問4 62 38 0 0 0 0
質問5 62 38 0 0 0 0
質問6 92 92 8 8 0 0 0 0
質問7 75 62 17 38 8 0 0 0
質問8 67 85 25 15 0 0 0 0
表4に示したように、質問1～8で「普通」「悪い」の
評価はなく、どれも「とても良い」「良い」で、参加者
の満足度が高いことが分かる。
質問1の事前研修へのコメントとして「自分たちで分
担・研修できる機会を多く設定していただいたおかげで、
より主体的に学んでいくことができたと思います」「韓
国のイメージをつかむことができた」「プレゼンの練習
ができてよかった」「韓国語会話の練習を韓国の方から
直接行っていただけたのがよかった」などの肯定的な
コメントがあった。その一方で「もっと韓国語を勉強
すべきだった。」「韓国人とのコミュニケーションをと
る場合があったので、もっと韓国語を勉強しておけば
よかった」などのコメントがあった。このことから参
加者が現地で多くの韓国人と接し、韓国語で交流でき
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ればよかったと考えていたことが分かった。
質問2～5の学校訪問については、「学校施設を丁寧に
案内してもらったり、授業を快く参観させてもらったり、
とても勉強になった」「小学校で参観した授業は日本で
はなかなか見られないスタイルのものだったので特に
よかったです」というコメントが見られた。しかし、「数
学の授業が見られなくて残念だった」「他教科の授業も
見たかった」「様々な学年、様々な教科の取り組みは見
ることができたのはよかった反面、じっくり1時間の展
開を見ることができず、渡りとなってしまったのが残
念だった」「授業をもっとじっくり参観したかったです」
「限られた授業しか観察できず残念でした」というコメ
ントからは、参加者には様々な教科の授業をじっくり
見たいという強い要望があることが分かった。こうし
た要望については、現地の学校に事前に申し入れして
はいるものの、学校側の都合もあり、なかなか要望通
りにはいかないところがある。今後も引き続き、交渉
していきたいと考えている。
質問6のグループ討論会については「現職の先生と交
流する機会を持てたことで、韓国の教育事情について
具体的に知ることができました」「韓国の現職の先生方
などから様々な韓国の教育事情について話していただ
きとても勉強になりました」「韓国の実態がよく見えて
本当に貴重な場だったと感謝しています」「意見交換は
とても有意義でした」「現職の先生とお話しできて、貴
重な時間を過ごせた」というコメントが多く、有意義
であったと考えられる。その他には「グループで話し
合った内容を共有する時間があるとうれしい」「もう少
し交流する時間が多いとよい」のような意見もあり、
グループ討論の時間や進め方などについては、来年度
以降の検討していきたい。
質問7の東国大学校の学生との交流は「もっとインタ
ビューしてお互い本音トークをしたかった」「韓国の方
はとてもフレンドリーで、交流をすることでお互いの
価値観や、国でのいろいろな違いを見出すことができ
たと思います」「貴重な時間を過ごせ有意義だった」と
いうコメントがあり、こちらも有意義な交流であった
と考える。そのほかには「東国大学の紹介も聞いてみ
たかった」「日本語の授業風景も見たかった」などのコ
メントがあった。
質問8のソウルでの自主研修は、平成25年度の方が平
成24年度よりソウル滞在が長いことからより満足度が
高いことが分かる。「自主研修は1日にしたからこそ、
多くの地を訪れることができた、世界遺産、街並み、
文化と味わうことができ、満足している」というコメ
ントがあった。その一方で、「自分たちで計画を立案し
たが、コース全体の時間の見積もりが甘かったことが
反省点です」「もう1日あれば板門店に行けたのに」「実
際に行ってみてから、予備知識として各地の歴史など
をもっと調べておくとよかったと感じたので、自主研
修スポットなどはある程度早めに考えておくべきと思
いました」などのコメントもあった。自主研修は、韓
国の歴史や文化などを自主的に調べるきっかけにもな
るものなので、今後は時間をかけて準備するようにア
ドバイスしていきたい。
4.2．レポート
ここでは、参加者が書いたレポートを分析する。現
職教員とストレートマスターがそれぞれどのような点
に注目し考えていたのかを、キーワードとしてまとめた。
現職教員を表5に、ストレートマスターを表6に示す。
表5　現職教員のキーワード
（1）教育内容・環境
・少人数教育
・発表力、表現力の育成
・教室内の生活文化の違い（裸足）
・机の配置
・授業形態
・環境整備（水サーバー、多目的スペースなど）
・教室の掲示物・掲示方法
・教員のための教材研究室（A）
・ICT環境の充実（B）
・タブレット端末の利用
・個性を伸ばす教育
・全国学力テスト
・学習指導要領と国の方針の関係
・睡眠不足か疲れ気味の生徒が多い
・眼鏡をかけている児童の割合が高い
（2）家庭と学校
・塾と学校の関係（C）
・家庭と学校の連携（D）
・保護者のサポート
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（3）英語教育
・英語教育のレベルの高さ（E）
・英語で英語を指導
・教員の英語研修の充実
（4）教員
・教員の誇りと自信
・教員が尊敬される存在
・教師研修の充実
・質の高い授業
・優秀教員コンテスト
・多忙な教員
（5）問題点・課題
・学級経営
・ADHDの子どもへの対応
・特別支援教育・統合教育（F）
・モンスターペアレント
・不登校
・小5、中2の無気力
・いじめ、ネットいじめ（G）
・学校暴力（H）
・携帯電話の取り扱いに対する指導
（6）社会
・板門店（I）
・兵役制度
・特殊目的・職業訓練高校への進学人気
・学歴重視社会の中での若者の就職難
・「幸せ教育」までしなければならない韓国社会
・海外から見た日本の歴史
（7）文化・交流
・異文化・習慣の違い
表6　ストレートマスターのキーワード
（1）教育内容・環境
・教室や施設の素晴らしさ
・教室の国旗
・体育の教具と教材
・低学年教室に設置されているトイレ
・学年フロアにある教材研究室（A）
・ICT環境の充実（B）
・給食
・日韓の教育内容の違い
・STEAM教育とその実践
（2）家庭と学校
・塾と学校の関係（C）
・保護者と教師の関係（D）
・学内で実施している保護者向けの外国語教室
（3）英語教育
・英語教育のレベルの高さ（E）
・英語の掲示物
（4）教員
・教師の評価
・教師の帰宅時間
・長期休暇の自己研鑽
（5）問題点・課題
・特別支援教育・統合教育（F）
・いじめ（G）
・暴力（H）
（6）社会
・板門店（I）
・韓国人大学生の生活
（7）文化・交流
・言葉が通じる・通じない体験
・非言語コミュニケーションの大切さ
・一人一人との交流の大切さ
・日韓関係は緊張していても一人一人は友好的
・異文化理解
・異文化体験の楽しさ
・現地の人々との交流の楽しさ
表5と表6の下線部（A）～（ I）の項目は、現職教員
とストレートマスターに共通して見られた点である。
両者ともに（1）～（7）の観点が見られた。（1）教科
内容・環境では、現職教員は施設面だけではなく、授
業でどんな力を伸ばそうとしているのか、子どもたち
の様子にも注目していることが分かる。ストレートマ
スターのほうは、施設面の言及が多い。（4）教員では、
現職教員が情報交換の中で韓国の教師の堂々として自
信のある態度とその自信がどのように生まれてきてい
るのかについて考えていたと思われる。（5）問題点・
課題では、現職教員のほうがストレートマスターよりも、
具体的な問題を抱えているため、情報交換がしやすかっ
たと思われる。
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ストレートマスターに特徴的だったのは（8）文化・
交流に関する点である。韓国の現職教員や大学生と情
報交換をはじめとする様々な交流が印象に残ったよう
である。韓国の人との言語あるいは非言語によるコミュ
ニケーション、韓国という異文化の中での様々な体験、
日韓関係が冷え込んでいる中でも一人一人と交流する
ことの大切さなどが挙げられていた。
このように、学校見学や韓国の教員との情報交換を
する中で、現職教員の参加者は、韓国と自分が教えて
いる日本の現場とを常に比較しながら考えていたと考
えらえる。一方、ストレートマスターの参加者は、学
校については教室環境など目に見える部分に興味をひ
かれていた。彼らは学校現場で教えているわけではな
いので、現職教員と同じような視点で研修を捉えるこ
とはできなかったと思われる。しかし、彼らからは文化・
交流に関する点が多く言及されており、異文化体験や
交流の素晴らしさを感じていたようである。こうした
学びは、彼らが教員になった際に、異なる文化の人々
との交流は楽しいものだと子どもたちに伝えることに
もつながるのではないだろうか。
最後に、参加者のレポートの一部を紹介する。
まず、現職教員の参加者が書いたものである。下線
は筆者が引いたものである。
（1） 日本と韓国は、歴史・文化・風習・環境こそ違
いはあるが、子どもたちの様子に大きな違いは
ないことが伺える。
（2） 韓国で感じた互いの国の良さを現場にも還し、
子どもたちの国際感覚を育てる取り組みにつな
げていきたい。
（3） 研修を通して、我が国とは文化や習慣、システ
ムの異なる面も多い韓国において、国の将来を
担う子どもたちをどう育てているのか、その一
端に触れさせていただいた。最大の収穫となっ
たことは、日本の教育を改めて俯瞰できたこと
である。すべてではないにせよ、韓国の教育方
法や環境等の良さや特徴を学んだうえで、意見
交換を通して、自分の教育実践はもとより、自
国の教育の特徴をじっくり振り返ることができ
たと感じている。 
（4） 学校訪問や学生同士の意見交換会など、韓国の
教育についていろいろと学ぶことができ、今ま
でと違った視点で教育を考えるよい機会になっ
た。韓国の進んだ教育を目にすることができた
だけでなく、日本の教育の課題や日本の教育の
よさにも気づくことができた。自分の教育に対
する考え方や視野が広がったように思う。
（5） 韓国の学校訪問を終えて印象に残っているのは、
教師の意識の高さ、仕事に対する誠意などであ
る。韓国の現職教員の方が話す言葉には、自信
と意欲が強く感じられた。
（6） 特に、現地の方々と実際に交流する中で、韓国
の教育事情を知るだけでなく日本の教育につい
て考えるよい機会にもなりました。
（7） 特に、日本の教育そして自分のこれまでの教育
観を改めて見直すよいきっかけになったと考え
ている。また、韓国の教育というものに対して
真摯に向き合っている方々と情報交換をするこ
とができたのも貴重な経験と自分自身の大きな
刺激になった。
（8） 学力重視の韓国の方に日本の現状や文化である
「価値観の多様化」や「知徳体」を理解していた
だくのに言葉と時間を要したことも驚きを覚えた。
（1）～（8）のように、現職教員のレポートからは、
これまでの日本で行ってきた教育について、韓国の教
育という新たな視点を得たことで、自分の教育観や教
育方法、教師像などについて客観的に振り返るきかっ
けになっていたことが分かる。
次に、ストレートマスターの参加者のレポートの一
部を取り上げる。
（9） 初めて海外に行くことでさらに世界を知りたく
なりました。そして、世界を知ると今まで見て
きた日本が違って見えることを実感を持って感
じることができました。
（10） 韓国では日本で当たり前だと思っていたことが
通じなかったりするので、逆に日本で当たり前
だと思っていた前提を意識することができます。
（11） 一人一人が直接話し、互いの文化、価値観、国
民性、人間性を理解し合うことはそう難しいこ
とではないということが今回初めて海外の方と
接して感じることができた。
（12） 韓国の異文化を感じることで、初めて自国の文
化を知ることになり、他国の文化の新鮮さや内
容を認めることで、より広い視野を持つことが
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できると感じた。日本の小学生はひとりひとり
個性的で、魅力的な個性を持ち合わせている。
そんな違う子どもたちが何人も集まる教室は、
そんないろいろな価値観が入り交ざっていて、
韓国に行った時のような新鮮な感覚を味わうこ
とも多い。韓国に行ってのとても大きな収穫は、
価値観の違いを体験したことによる、価値観の
重要性を知ることができたということである。
（13） 韓国では世界に通じるグローバル人材を育成し
ようとする意識が高く、教育に社会全体が投資
していることを強く感じさせられた。現地の方
から「韓国は大陸と陸続きだし、小さな国だか
ら国力がないといけない」というお話を伺い、
子どもをグローバルな視点から国の将来を担う
存在として捉えて、学校教育が行われている様
子を理解することができた。
（14） これから学校現場に出ていく身として、日本の
学校教育を多面的に捉える素晴らしい機会と
なった。
（15） 英語の教員を目指している私にとっては、韓国
で英語の授業や施設を見る機会が多かったこと
はとても良い経験となった。
（16） 韓国の特殊教育はどのように行われているのか
ということを理論や実際の観察、現場の先生の
話から知ることができた。担任の先生の工夫と
それに対する周囲の子どもの理解が必要不可欠
であることが分かった。
（9）～（12）では、ストレートマスターの参加者が韓
国という異なる文化に接することから日本を見つめ直
していること、視野が広がったこと、価値観、交流の
大切さなどについて学んでいたことが分かる。（13）～
（15）からは、教員としての新たな観点が得られていた
と思われる。
5．まとめと今後の課題
本稿では、平成24・25年度の海外研修の概要や内容
について報告し、参加者の学びをふり返りアンケート
とレポートの分析によって、検討した。
アンケートの結果から、本研修の満足度は高いと言
える。また、レポートから韓国の教育という新たな視
点を得ることで現職員が、日本の教育を客観的に捉え
ることができていた。特に、教員自身のこれまでの教
育活動や教員生活、教員としての自分の在り方などを
振り返るいい機会になっていたことが分かる。
一方、ストレートマスターには現職教員の学びとは
大きく異なる点があることも分かった。現地の人々と
の交流や異文化体験、言葉の通じない体験など、様々
な新しい体験を大変だというよりもむしろ楽しいもの
だと積極的に捉えていて、異なる文化や環境を受けと
めようという意欲が見られた。これは、ますますグロー
バル化が進む社会の中で、子どもたちを指導する教員
として貴重な経験となることであろう。
短期海外研修は、教職大学院の多忙なカリキュラム
の中で実施している。夏季休業中であるとはいえ、実
習などが多く入っていて、事前研修の日程を決めるの
さえ難しい。しかし、このような限られた時間の中でも、
参加者が主体的に学び、現地の人々と積極的に交流す
ることで、多くの学びが得られている。海外での学校
見学や教員・学生との交流は、参加者にとって有意義
な体験となっていることは間違いない。今後も研修内
容の充実を図るとともに、参加者の要望に応えられる
ように改善を加え、実施していきたい。
付記　
本研修に関わったすべての皆様、アンケートとレポー
トにご協力いただいた受講生の皆様に感謝申し上げます。
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